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生
活
に
困
窮
す
る
難
民
の

支
援
に
取
り
組
む

　
近
年
、
紛
争
や
政
治
的
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
母

国
で
の
迫
害
を
逃
れ
、
難
民
と
し
て
の
受
け
入
れ
を

求
め
て
来
日
す
る
外
国
人
の
数
は
、
年
々
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
法
務
省
入
国
管
理
局
の
発
表

に
よ
る
と
、
平
成
27
年
の
難
民
申
請
者
は
速
報
値
で

７
５
８
６
人
（
前
年
比
２
５
８
６
人
、52
％
増
）
と
、

５
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し
て
い
る
。

　
難
民
認
定
を
受
け
る
と
在
留
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
日
本
人
と
ほ
ぼ
同
水
準
の
社
会
保
障
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

日
本
の
難
民
認
定
基
準

は
国
際
的
に
み
て
も
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
。
平
成
27
年
に
認
定

を
受
け
た
人
は
27
人
（
認

定
率
０
・
４
％
）
で
あ
り
、

「
人
道
的
な
配
慮
」
と
し

て
一
時
的
に
在
留
を
認
め
ら
れ
た
人
も
79
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
平
成
11
年
に
設
立
さ

れ
た
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
難
民
支
援
協
会

は
、　
日
本
に
逃
れ
て
き
た
難
民
が
自
立
し
、
安
心

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
主
な
活
動
内
容
と
し
て
、
難
民
認
定
の
た
め
の
法

的
支
援
を
は
じ
め
、「
医
（
衣
）・
食
（
職
）・
住
」

を
中
心
と
し
た
生
活
支
援
、
自
立
に
向
け
た
就
労
支

援
、難
民
と
地
域
を
つ
な
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
、

政
策
提
言
や
認
知
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
。
平
成
26

年
度
実
績
で
年
間
５
８
０
人
、
２
４
０
６
件
の
個
別

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
同
年
12
月
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
。

　
日
本
に
お
け

る
難
民
申
請
者

の
状
況
に
つ
い

て
、
同
協
会
代

表
理
事
の
石
川

え
り
氏
は
、
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
日
本
の
難
民
認
定
率
は
非
常
に
厳
し
い
数
字
で
、

難
民
申
請
を
し
て
か
ら
結
果
が
出
る
ま
で
の
期
間
は

平
均
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
外
務
省
が

保
護
費
の
範
囲
内
で
財
政
的
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
審
査
の
長
期
化
や
公
的
支
援
が
十
分
で
な
い

こ
と
か
ら
、
生
活
に
困
窮
し
孤
立
し
て
い
た
り
、
な

か
に
は
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
陥
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
当
協
会
で
は
、
難
民
申
請
者
へ
の
セ
ー
フ

生
活
に
困
窮
す
る
難
民
の
緊
急
対
応
か
ら

就
労
ま
で
の
包
括
的
な
支
援
を
実
現

東
京
都
新
宿
区
・
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

難
民
支
援
協
会

　独立行政法人福祉医療機構（ＷＡ
Ｍ）が行う社会福祉振興助成事業（Ｗ
ＡＭ助成）は、国庫補助金を財源とし、
高齢者・障害者などが地域のつなが
りのなかで自立した生活を送れるよ
う、また、子どもたちが健やかに安
心して成長できるよう、NPO やボラ
ンティア団体などが行う民間の創意
工夫ある活動などに対し、助成を行っ
ています。
　今号では、WAM 助成を活用した
認定特定非営利活動法人難民支援協
会の取り組みを紹介します。
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◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成26年度
「在日難民の脱貧困ネットワーク確立事業」
（助成額：2,841 万円）
事業概要：日本に滞在する難民申請者は、公的支援が限ら

れているため、その多くの人たちが生活に困窮
し、地域社会で孤立している。このような現状
に対して、難民を包括的に支援するシステムを
確立し、経済的な自立を促すとともに、首都圏
内外の支援団体と連携し、ネットワークの拡充
を図る事業
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テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
乏
し
い
現
状
に
対
し
て
、
強
い
問
題

意
識
を
も
っ
て
お
り
、
包
括
的
な
支
援
を
よ
り
強
化

し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」（
以
下
、

「
　
」
内
は
石
川
代
表
理
事
の
説
明
）。

　
ま
た
同
時
に
、
全
国
に
い
る
難
民
申
請
者
に
対
し

て
、
各
地
域
で
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
者
同
士
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

難
民
へ
の
包
括
的
な
支
援
を
実
施

　
こ
の
難
民
申
請
者
へ
の
包
括
的
な
支
援
や
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
平
成
26
年
度
Ｗ

Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
在
日
難
民
の
脱
貧
困
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
確
立
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
難
民
申
請
者
を
包
括
的
に
支
え
る
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
、
経
済
的
な
自
立
を
目
指
す
と
と

も
に
、支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

に
、①
権
利
擁
護
を
行
う
弁
護
士
数
の
拡
充
、②
住
居

支
援
、
③
経
済
的
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、

④
首
都
圏
外
の
困
窮
難
民
支
援
の
拡
大
等
を
行
っ

た
。

　
難
民
認
定
の
申
請
手
続
き
は
極
め
て
専
門
性
が
高

く
、
実
際
に
認
定
を
受
け
た
人
の
ほ
ぼ
全
員
が
法
律

の
専
門
家
の
支
援
を
受
け
て
お
り
、
協
力
し
て
く
れ

る
多
く
の
弁
護
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な

る
。権
利
擁
護
を
行
う
弁
護
士
数
を
拡
充
す
る
た
め
、

専
任
ス
タ
ッ
フ
を
1
人
配
置
し
、
難
民
支
援
に
関
心

の
あ
る
弁
護
士
や
、
※
プ
ロ
ボ
ノ
活

動
が
盛
ん
で
国
際
的
な
法
律
事
務

所
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
難

民
認
定
の
経
験
の
な
い
弁
護
士
に

対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
、
経

験
豊
富
な
弁
護
士
が
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
な
り
、
必
要
な
知
識
や
経
験
を

得
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
23

人
の
弁
護
士
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
ま
た
、
外
部
か
ら
専
門
家
を
招

き
、
法
的
支
援
と
生
活
支
援
の
ケ
ー

ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
定

期
的
に
支
援
の
見
直
し
や
課
題
の

検
討
を
行
う
こ
と
で
、
難
民
へ
の
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

難
民
の
安
心
な
生
活
を
守
る

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
と
医
療
同
行
通
訳

　
住
居
支
援
で
は
、
公
的
支
援
に
つ
な
が
る
ま
で
の

間
に
所
持
金
が
尽
き
、
頼
れ
る
先
が
な
く
ホ
ー
ム
レ

ス
状
態
に
陥
っ
た
難
民
に
対
し
て
、
一
時
的
に
滞
在

で
き
る
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
た
。
首
都
圏
内
（
神

奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
）
に
生
活
に
必
要
な
寝
具
、
電

化
製
品
な
ど
を
備
え
た
８
室
を
確
保
し
た
ほ
か
、
首

都
圏
外
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
難
民
支
援
を
行

う
他
団
体
と
連
携
し
、大
阪
府
に
３
室
を
確
保
し
た
。

　「
住
居
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
の
べ
43
人
に
シ

ェ
ル
タ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
が
、
公
的
支
援
に
つ
な

が
る
ま
で
は
通
常
２
～
３
カ
月
を
要
す
る
た
め
、
常

に
満
室
で
多
く
の
待
機
者
が
い
ま
し
た
。
路
上
生
活

者
は
東
京
都
で
も
冬
場
は
凍
死
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

グループワークでは居場
所づくりとともに、日本
で生活していくうえでの
情報提供を行っている

適切な支援につなげ
るため、法的支援と
生活支援のケースカ
ンファレンスを定期
的に開催している

　平成26年度の助成事業では、生活に
困窮する難民の最低限のセーフティネッ
トを維持・拡充できたことは大きな成果
となりました。日本の難民申請者は8割
以上が東京都に集中していますが、支援
ネットワークの拡充に取り組んだことで、
各地域で受け入れられる体制を広げるこ
とにもつながりました。
　ただ一方で、本来であれば難民の衣食住の確保は公的支援でしっ
かり支えるべきだと考えています。難民申請の窓口でも当協会を紹
介するほど信用していただけることはありがたいのですが、民間の
事業としてセーフティネットのすき間を埋めれば埋めるほど、公的
支援が確立していかないのではないかというジレンマもあります。
　また、近年は単身女性の難民が増えていますが、望まない妊娠の
相談が多く寄せられるなど、女性がより弱い立場になっていること
が顕在化しています。単身男性だけでなく、もっと広いニーズに対
応していかなければならないと感じています。

認定特定非営利活動法人難民支援協会
代表理事　石川  えり氏

もっと広いニーズに対応

※…社会人が自らの専門知識や技能を生かして参加する社会貢献活動
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す
の
で
、
難
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
身
の

安
全
を
確
保
す
る
住
居
支
援
は
欠
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
ま
た
、
長
期
に
わ
た
り
経
済
的
に
困
窮
し
た
生
活

を
送
る
難
民
申
請
者
は
、
路
上
生
活
で
体
調
を
崩
し

た
り
、
医
療
機
関
の
受
診
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
難
民
も
多
く
、
日
常
会

話
が
で
き
る
人
で
も
症
状
を
う
ま
く
伝
え
た
り
、
質

問
を
す
べ
て
理
解
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
も
多
く
、

医
師
に
と
っ
て
も
正
確
な
診
断
が
難
し
い
と
い
っ
た

問
題
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
医
療
機
関
の
受

診
に
同
行
し
、
双
方
の
言
葉
を
適
切
に
伝
え
る
通
訳

者
の
養
成
研
修
を
実
施
し
た
。

　
養
成
研
修
で
は
、
医
療
通
訳
者
の
養
成
・
派
遣
を

行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
講
師
を
招
き
、
医
療
機
関
に

同
行
す
る
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
、
治
療

に
影
響
す
る
誤
訳
と
な
ら
な
い
適
正
な
通
訳
方
法

や
、
患
者
を
不
安
に
さ
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
の
習
得
を
図
っ
た
。
ま
た
、
研
修
内
容
を

も
と
に
「
難
民
支
援
の
た
め
の
医
療
通
訳
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
を
作
成
し
、
他
団
体
を
含
め
た
支
援
者
に
配

布
す
る
こ
と
で
、
医
療
同
行
通
訳
者
の
資
質
向
上
に

つ
な
げ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
、
医
療

受
診
を
必
要
と
す
る
難
民
に
対
し

て
、
無
料
低
額
診
療
事
業
を
実
施

し
て
い
る
医
療
機
関
と
の
調
整
を

行
い
、
の
べ
２
１
６
件
の
医
療
同

行
を
実
施
し
た
。

難
民
と
医
療
従
事
者
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
を
開
発

　
難
民
の
医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上

と
、
医
療
現
場
の
難
民
を
は
じ
め

と
す
る
在
日
外
国
人
を
受
け
入
れ

る
力
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
難
民
が
多
く
住

ん
で
い
る
地
域
に
あ
る
病
院
と
協
働
し
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
「
ゆ
び
さ
し
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
ー
ド
」
を

開
発
・
作
成
し
た
。

　「
病
院
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
医
療
側

と
難
民
側
の
双
方
か
ら
対
応
に
困
っ
て
い
る
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
難
民
と
医
療
関
係
者

と
が
協
働
し
て
開
発
し
た
『
ゆ
び
さ
し
メ
デ
ィ
カ
ル

カ
ー
ド
』
は
、
病
院
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
ゆ
び
さ
し
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、『
今
日
は
ど
う
し
ま
し
た
か
』
な
ど
受
付
や
検

査
で
よ
く
あ
る
会
話
や
、
痛
み
の
大
き
さ
を
数
字
や

イ
ラ
ス
ト
で
示
す
こ
と
で
、
理
解
し
や
す
い
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
」。

　
ニ
ー
ズ
が
高
い
５
言
語
（
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ビ
ル
マ
語
、ト
ル
コ
語
、ネ
パ
ー
ル
語
）を
各
１
０
０

部
作
成
し
、
難
民
や
医
療
機
関
に
配
布
し
て
い
る
。

難
民
か
ら
は
「
自
力
で
病
院
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
病
院
か
ら
も
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
く
な
っ
て
助
か
る
」
と
好

評
だ
と
い
う
。

　
受
診
の
ほ
か
に
も
、
難
民
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
開
催
。
日
本
で

暮
ら
す
難
民
の
多
く
は
、
知
り
合
い
が
い
な
い
こ
と

や
、
文
化
に
な
じ
め
な
い
な
ど
地
域
社
会
の
な
か
で

孤
立
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
同
じ
境
遇
の
難

民
同
士
が
自
由
に
語
り
合
え
る
場
を
提
供
し
て
い

る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
た
だ
話
し
合
い
の
場

に
す
る
の
で
は
な
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配

置
し
、
日
本
で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
の
情
報
や
知

識
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
機

会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
で
の
暮
ら
し
に
適

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。

就労支援で実施した日本語教育の
様子。採用後も職場に講師を派遣
し、継続的に支援している

　当協会の支援事業は、法的支援と
生活支援の両輪で進められる必要が
あります。そのため、全体のコーディ
ネートをしながら、法的支援として
弁護士との調整を主に担当していま
す。
　支援する際には、母国から逃れて
本当に行き場のない人たちにとって、
少しでも安心してもらえる雰囲気を
つくることを心がけています。とくに、来日直後は「今日泊ま
る場所がない」といった緊急を要する相談が多く寄せられます
ので、スピーディーに支援につなぐことが求められます。
　また、日本への難民は急増していますが、一般の人たちには、
見えにくい問題だと思います。今後はもっと多くの人たちに、
難民問題に関心をもってもらえるよう周知していくことで、広
く議論してもらえるトピックにしていかなければならないと考
えています。

認定特定非営利活動法人難民支援協会
支援事業部　コーディネーター　田多  晋氏

難民問題を
広く知ってもらいたい
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経
済
的
な
自
立
に
向
け
た

就
労
支
援
の
取
り
組
み

　
難
民
が
経
済
的
に
自
立
す
る
た
め
の
就
労
支
援
の

取
り
組
み
で
は
、
就
労
資
格
を
も
つ
難
民
を
対
象
に

就
労
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
就
労
の
た
め
の
日
本
語
教
育
を
は
じ
め
、
日
本
で

就
労
し
て
い
く
う
え
で
必
要
と
な
る
企
業
文
化
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
マ
ナ
ー
教
育
の
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
当
協
会
が
開
拓
し
た
企
業
と
難
民
の
ニ

ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
職
場
見
学
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
体

験
を
経
て
、
就
労
す
る
か
た
ち
と
な
る
。
平
成
26
年

度
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の
う
ち
、
5
人
が
採
用
に

つ
な
が
っ
た
が
、
採
用
後
も
悩
み
の
相
談
や
日
本
語

教
育
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
を
継
続
す
る
な
ど
、
包
括
的

な
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
同
協
会
で
は
、
難
民
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
目
的
と
し
た
合
同
説

明
会
を
2
回
開
催
し
た
。

難
民
は
就
労
準
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
参
加
者
を
含
め
た

47
人
、
企
業
は
全
国
か
ら

多
様
な
業
種
19
社
が
参
加

し
、
3
人
が
就
職
を
実
現

し
た
。

　「
現
在
、
国
内
市
場
が
縮

小
し
て
進
ん
だ
技
術
や
商

品
を
も
っ
た
中
小
企
業
経

営
者
の
多
く
は
生
き
残
り

を
か
け
て
海
外
展
開
を
視
野
に
い
れ
て
い
ま
す
が
、

社
員
の
外
国
人
に
対
す
る
言
葉
と
心
の
壁
が
高
く
、

社
内
の
国
際
化
が
大
き
な
課
題
で
す
。
合
同
説
明
会

で
は
、
多
様
な
経
験
や
能
力
を
持
つ
難
民
の
採
用
を

通
じ
て
社
内
の
国
際
化
や
活
性
化
を
期
待
す
る
企
業

が
多
く
参
加
し
、
社
会
貢
献
的
な
意
味
合
い
で
は
な

く
、
企
業
が
戦
略
的
に
難
民
の
雇
用
を
考
え
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

他
団
体
と
連
携
し
、

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
図
る

　
そ
の
ほ
か
助
成
事
業
で
は
、
他
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
、
首
都
圏
外
で
暮
ら
す
難
民
へ
の
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
に
、支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
。
新
規
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
拓
と
し
て
、

長
野
県
松
本
市
、静
岡
県
浜
松
市
、福
岡
市
、長
崎
市
、

山
口
市
で
難
民
や
困
窮
者
支
援
を
行
う
団
体
を
訪
問

し
、
各
地
域
の
難
民
や
外
国
人
の
受
け
入
れ
、
支
援

状
況
な
ど
の
情
報
交
換
を
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
す
で
に
連
携
体
制
の
あ
る

愛
知
県
と
大
阪
府
の
難
民
支

援
団
体
に
対
し
て
は
、
支
援

の
広
が
り
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
同
協
会
が

培
っ
て
き
た
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
え
る
こ
と
で
首
都
圏
と

同
じ
受
け
入
れ
体
制
が
で
き

つ
つ
あ
る
。

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い

て
、
石
川
代
表
理
事
は
「
決

し
て
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
助
成
事
業
に
よ
り
生
活

に
困
窮
す
る
難
民
に
対
す
る

最
低
限
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
が
確
保
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
充
で
は
、
連
携
団
体
の
活

動
の
質
や
量
が
あ
が
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
支
援
体
制

が
な
か
っ
た
地
域
で
新
た
に

支
援
を
始
め
よ
う
と
す
る
動

き
が
出
て
き
ま
し
た
。
日
本

社
会
で
難
民
を
支
援
す
る
体

制
や
関
わ
る
人
た
ち
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
」。

　
難
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
い
、包
括
的
に
支
え
る
取

り
組
み
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
大
と
と
も
に
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

社会福祉振興
助成事業に関する
お問い合わせ

助成事業部 助成計画課（助成事業の広報に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-4756

助成事業部 助成振興課（助成事業の審査・各種事務手続き、事業評価に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-9942
 FAX  : 03-3438-0218（共通）

難民と企業のマッチングを目的とした合同説
明会には、難民の雇用に積極的な多くの企業
が参加した

助成事業で開発・作成したコミュニケー
ションツール「ゆびさしメディカルカー
ド」。難民、医療従事者の双方にとって
受診、診察がしやすくなった

john
WAMpdfスタンプ


